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探究学習デザインメソッドとは？

●ONGで実施してきた研究テーマ設定の
手法を、学校現場でも活用できるよう開発

●探究活動における問いの設定のため、
➢ 「探究のイロハ」と７つの「ワーク」から構成
➢ 生徒の主体的・対話的に取り組む力を育て
ながら、探究の目的や「問い」を整理

●本メソッドについてはONGホームページに掲載

生産技術研究所 次世代育成オフィス（ONG）HPより

1. 個人ワーク
・個人でしっかりと考えて、付箋に書き出し、言語化

2. グループワーク
・アクリル板やクリアファイルを重ね合わせ、共有し、協働で思考

3. 全体ワーク
・全体で共有し、周りの考えを知り、個人に戻し、ふりかえる

生徒の思考や協働的な学びを支援
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使用する教具 （アクリル板/クリアファイル 使用例）

全員分を重ねる
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全体の流れ

【探究計画書の作成】 【発表会】
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